
科目名 現代の国語（標準） 単位数 2 履修標準年次 １年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 言語文化（標準） 単位数 2 履修標準年次 １年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 国語表現 単位数 2 履修標準年次 ２年次以降

履修区分 前提科目 国語総合

授業概要

科目名 現代文Ａ 単位数 2 履修標準年次 ２年次以降

履修区分 前提科目 国語総合

授業概要

科目名 現代文B 単位数 4 履修標準年次 ２年次以降

履修区分 前提科目 国語総合

授業概要

科目名 古典Ａ 単位数 2 履修標準年次 ２年次以降

履修区分 前提科目 国語総合

授業概要

科目名 古典Ｂ 単位数 4 履修標準年次 ２年次以降

履修区分 前提科目 国語総合

授業概要
古典（古文・漢文）の読解や古典文法の学習を中心に授業を進めていきます。大学進学希
望者にも対応した内容です。

必履修

論理的、実用的な文章や、統計資料などを読み解き、現代の社会生活に必要な、言葉を
的確に扱う能力を身に付けていきます。

選択

手紙・論文・スピーチ・プレゼン等、日常生活における「書くこと」「話すこと」の技術を学び、
どのように書いたり、話したりすれば相手に伝わりやすいのかを考えます。

選択

文章を読むことが好きな方、文章を読むことを楽しみたい方向けの授業です。現代文（近代
以降の文章）の読解を中心に授業を進めていきます。

必履修

現代文、古文、漢文を通して言葉による見方や考え方を学び、日本語の言語文化に関する
理解を深めていきます。

選択

現代文（近代以降の文章）の読解を中心に授業を進めていきます。大学進学希望者にも対
応した内容です。

選択

古典を読むことを楽しみたい方、古典をもう一度学習し直してみようとする方を対象とした、
基礎的な内容中心の講座です。

選択



科目名 歴史総合 単位数 2 履修標準年次 全年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 地理総合 単位数 2 履修標準年次 全年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 世界史Ａ 単位数 2 履修標準年次 全年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 世界史Ｂ 単位数 4 履修標準年次 全年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 日本史Ａ 単位数 2 履修標準年次 全年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 日本史Ｂ 単位数 4 履修標準年次 全年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 地理Ａ 単位数 2 履修標準年次 全年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 地理Ｂ 単位数 4 履修標準年次 全年次

履修区分 前提科目 なし

選択必履修

地図の読み取り、作図、景観写真の読み取りをします。世界の諸地域の生活・文化を地理
的環境や民族性と関連づけて学習します。環境、資源、エネルギー、人口などの問題を地
域的視野から追究します。

選択必履修

選択必履修

人類が地球上に誕生してから人類社会の歩みを地域ごとに相互に関連させながら地球レ
ベルで学習をしていきます。文明の発祥から国家の変遷、民族・国家間の対立、文化交流
を相互交流という観点から捉えて、近代国家が形成されるまでの歴史を学習していきま
す。

選択必履修

江戸幕末・開国から現代(第二次世界大戦後の社会)の歴史を、政治、経済史を中心に概
観します。

選択必履修

原始・古代から近現代にいたる日本の歴史の展開を、世界史的な視野に立ちながら政治
史・経済史・社会史を中心に概観します。

必履修

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその中における日本を広く相互的
な視野から捉え、資料を活用しながら歴史の学び方を修得し、現代的な諸課題の形成に関
わる近現代の歴史を考察、構想する科目です。

必履修

持続可能な社会づくりを目指し、環境条件と人間の営みとの関わりに着目して現代の地理
的な諸課題を考察する科目です。

選択必履修

16世紀以降(大航海時代・ルネサンス・フランス革命)から20世紀前半(帝国主義・第一次世
界大戦・大戦後)までの近現代史を中心に学習します。



授業概要

自然環境、資源、産業、都市・村落、生活文化に関する地域性について世界的な視野から
考察します。また、世界の地域を、市町村や国家、州・大陸などの規模で分けて、それぞれ
の知己の特色を追究します。さらに、人口と食糧問題、居住と都市問題、環境・エネルギー
問題、民族・領土問題など、現代の世界や日本が取り組む諸問題について、地理的に考察
します。



科目名 公共 単位数 2 履修標準年次 全年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 現代社会 単位数 2 履修標準年次 全年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 倫理 単位数 2 履修標準年次 全年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 政治・経済 単位数 2 履修標準年次 全年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

選択必履修

政治(人権や政治制度)、経済、国際関係などについて広い視野から客観的に理解するとと
もに、それらに関する諸課題について学習します。

必履修

日本が厳しい挑戦の時代を迎える中で、社会や世界に向き合い関わり合い、これかの社
会を創り出していくために必要な資質・能力を効果的にはぐくむことを目的とする科目で
す。

選択必履修

現代社会の諸問題について、倫理(青年心理を含む)、社会、文化、政治、経済、環境など
様々な観点から追究します。中学時代の公民の発展学習と考えて下さい。

選択必履修

この倫理は中学以前にはない科目です。人生の意味、青年期のみなさんが直面する悩み
を、古代から現代に至る、そして、東洋と西洋の哲学者、思想家や宗教からのメッセージを
通して考えてみます。



科目名 数学Ⅱ(標準) 単位数 4 履修標準年次 ２年次

履修区分 前提科目 数学Ⅰ

授業概要

科目名 数学B 単位数 2 履修標準年次 ２年次

履修区分 前提科目 数学Ⅰ

授業概要

科目名 数学Ⅲ 単位数 6 履修標準年次 ３年次以降

履修区分 前提科目
数学Ⅰ・A・
Ⅱ・B

授業概要
平面上の曲線と複素数平面、数列の極限、関数の極限、微分法・積分法を学び、その応用
問題を解きます。

選択

分数式、複素数と高次方程式、図形と方程式、三角関数、指数関数、対数関数、微分法・
積分法を学習します。数学を受験科目として考えている生徒向けの講座です。

選択

平面ベクトル、空間ベクトル、数列を学習します。数学を受験科目として考えてい
る生徒向けの講座です。

選択



科目名 物理基礎(標準) 単位数 2 履修標準年次 1年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 物理 単位数 4 履修標準年次 2年次

履修区分 前提科目 物理基礎

授業概要

科目名 地学基礎 単位数 2 履修標準年次 1年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 地学 単位数 2 履修標準年次 ２年次

履修区分 前提科目 地学基礎

授業概要

科目名 化学基礎 単位数 2 履修標準年次 １年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 化学 単位数 4 履修標準年次 ２年次

履修区分 前提科目 化学基礎

授業概要

地学基礎では地球とそれを取り巻く宇宙について学びます。宇宙の進化については、太陽
系や銀河など天体について学んでいきます。地球の変遷と生物の進化については、原始
海洋から生物が誕生し、ヒトに至るまでの生物の進化を学びます。最後にわたしたちの地
球について、固体地球について、地球の内部構造や岩石、地震などを学び、地球の変化と
して、堆積岩や地層、地球史の読み取り方、地殻変動の歴史や変成作用などを学びます。

選択必履修

物理基礎では運動と様々なエネルギー、波動、基本的な電流回路、交流と電磁波について
学びます。運動においては運動の基本法則、力学的エネルギーの保存などを学びます。ま
た、波動では基本的な波動の性質について学びます。また、電気の分野では電気の基本
的な性質について学びます。

選択

主に物体の運動（運動量と力積、円運動と単振動）、電気と磁気、原子と原子核の３分野に
ついて、定量的な考察を行う。現象を公式で表すことで一般化できるという理科の特徴を学
び、日常生活のどこにでも潜んでいる物理現象を理解することができます。
　ただし、文字式になれていること。計算能力の高さを求められます。また、現象をイメージ
できることも必須条件です。

選択必履修

選択

地学基礎の修得を前提に、地球の重力や地磁気、内部構造や火山や地震の仕組み、地
質や化石と生物進化、大気の構造と運動、太陽系と恒星、銀河などの発展的内容を取り扱
います。専門的な分野が多くなりますが、地学基礎の更に上の知識修得を目指す人のた
めに授業を行います。

選択必履修

物質の成り立ちや物質の変化について学びます。例えば物質の成分や物質を構成してい
る原子などの粒子、その結びつき方などを学びます。また中和や酸化還元などの化学変化
やそれに関連する身のまわりの物質について学んでいきます。

選択

化学基礎の修得を前提に、固体・液体・気体の性質、熱化学と反応速度、有機化合物や無
機物質の特徴などを学習します。化学基礎より専門的な分野が多くなりますので、将来、
大学や専門学校などで化学を専攻する生徒を対象としています。



科目名 生物基礎 単位数 2 履修標準年次 １年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 生物 単位数 4 履修標準年次 ２年次

履修区分 前提科目 生物基礎

授業概要

選択必履修

現代生物学の基礎・基本的な内容について学びます。地球上には多種多様な生物が存在
しているにも関わらず、共通している部分があります。生物の多様性と共通性に注目をしな
がらDNAの構造から体内の仕組み、生態系までミクロからマクロの視点で、幅広い内容に
ついて学んでいきます。

選択

生物基礎の知識を基本にしながら、生物学全体を体系的に学習していきます。分子生物学
のような最新の知識・技術の紹介から、生態系と環境など地球規模での内容まで幅広い視
点から基本的な概念や原理・法則の理解を深め、高度な内容の学習をしていきます。化学
反応などの内容も扱いますので、化学基礎の知識も必要です。理系の４年制大学進学、医
療看護系の専門学校進学希望者を対象としています。



科目名 体育Ⅰ 単位数 2 履修標準年次 １・２年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 体育Ⅱ 単位数 2 履修標準年次 １･２年次

履修区分 前提科目 体育Ⅰ

授業概要

科目名 体育Ⅲ 単位数 2 履修標準年次 ２・３年次

履修区分 前提科目 体育Ⅱ

授業概要

科目名 保健 単位数 2 履修標準年次 １・２年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

必履修

現代社会と健康・生涯を通じる健康・社会生活と健康について学習します。

必履修

体を動かす楽しさや心地よさを感じ、健康の保持増進や体力の向上を図ります。
各運動種目の基本的技能を学び、身に付けます。
体つくり運動・陸上競技・器械運動・球技・武道・ダンス（集団選択）

必履修

体を動かす楽しさや心地よさを感じ、健康の保持増進や体力の向上を図ります。
仲間と協力し各運動種目の基本的技能を学び、身に付けます。
体つくり運動・陸上競技・器械運動・球技・武道・ダンス（集団選択）

必履修

主体的に運動に参加し、仲間と協力し計画的に運動を実践します。
自己の課題を見つけ出し解決を図ります。
各運動領域に合わせた体力・技能の向上
体つくり運動・陸上競技・器械運動・球技・武道・ダンス（個人選択）



科目名 音楽Ⅰ 単位数 2 履修標準年次 １年次

履修区分 前提科目

授業概要

科目名 音楽Ⅱ 単位数 2 履修標準年次 ２年次

履修区分 前提科目 音楽Ⅰ

授業概要

科目名 音楽Ⅲ 単位数 2 履修標準年次 ３年次以降

履修区分 前提科目 音楽Ⅱ

授業概要

科目名 美術Ⅰ 単位数 2 履修標準年次 １年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 美術Ⅱ 単位数 2 履修標準年次 ２年次

履修区分 前提科目 美術Ⅰ

授業概要

科目名 美術Ⅲ 単位数 2 履修標準年次 ３年次以降

履修区分 前提科目 美術Ⅱ

授業概要

科目名 書道Ⅰ 単位数 2 履修標準年次 １年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 書道Ⅱ 単位数 2 履修標準年次 ２年次

履修区分 前提科目 書道Ⅰ

授業概要

歌唱・器楽・音楽理論・ソルフェージュ等、さらに専門的に学び、音楽の総合的な力を伸ば
していきます。

選択必履修

歌唱・器楽、鑑賞、創作など、幅広い音楽活動を通して音楽の基礎を学び、表現力を高め
ます。また、日本の伝統的な音楽についても扱います。

選択

音楽Ⅰで身につけた基礎をふまえ、さらに表現力や技術力を高めます。独唱や独奏を通し
て個々の力を伸ばし、グループで音楽を作り上げる活動につなげていきます。

選択

選択必履修

色彩や形態など、基礎を大切にして、デッサンやデザインなどの作品を制作します。

選択

美術Ⅰで学習した内容を深めます。モノ作りの楽しさを追求し、応用した制作を目指しま
す。

選択

美術Ⅱで学習した内容をさらに深めていきます。モノ作りの楽しさを追求し、応用した制作
を目指します。

選択必履修

古典の臨書、篆刻や創作など幅広い書の活動を通して感性を磨いていきます。また自分
が選んだ文字や言葉で作品を制作します。

選択

書道Ⅰで学んだ内容をさらに発展させて、さまざまな書体の臨書、創作をして作品を制作し
ます。また、生活に活かされる書も学習していきます。



科目名 書道Ⅲ 単位数 2 履修標準年次 ３年次以上

履修区分 前提科目 書道Ⅱ

授業概要
書道ⅠⅡで学んだ内容をさらに発展させて、さまざまな書体の臨書、創作をして作品を制
作します。また、生活に活かされる書も学習していきます。

選択



科目名 基礎英語 単位数 2 履修標準年次 1年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名
コミュニケーション英語Ⅰ

（基礎）
単位数 4 履修標準年次 1年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名
コミュニケーション英語Ⅰ

（標準）
単位数 4 履修標準年次 1年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名
コミュニケーション英語Ⅰ

基本演習
単位数 2 履修標準年次 ２年次以降

履修区分 前提科目
英語Ⅰまたは
Ｃ英語Ⅰ

授業概要

科目名
コミュニケーション英語Ⅰ

発展演習
単位数 2 履修標準年次 ２年次以降

履修区分 前提科目
英語Ⅰまたは
Ｃ英語Ⅰ

授業概要

科目名
コミュニケーション英語Ⅱ

（基礎）
単位数 4 履修標準年次 ２年次

履修区分 前提科目
英語Ⅰまたは
Ｃ英語Ⅰ

授業概要

科目名
コミュニケーション英語Ⅱ

（標準）
単位数 4 履修標準年次 ２年次

履修区分 前提科目
英語Ⅰまたは
Ｃ英語Ⅰ

授業概要

将来、大学等への進学を希望する人向けの講座です。英文を読んだり、書いたり、聞いたり
することによって、英語によるコミュニケーション能力を高めます。授業は原則として英語で
行われます。英和辞典やワークブック２冊、文法書、単語帳も購入して活用する予定です。

選択

英語を基礎から学び直したい人向けの講座です。
コミュニケーション英語Ⅰ履修後に本科目を履修することはできません。

必履修

平易な英文を読んだり、書いたり、聞いたりすることによって、英語によるコミュニケーション
能力を高めます。教科書の他、英和辞典やワークブックも使って学習を進めます。

必履修

選択

世界の様々な国の読み物教材を使い、多様性や異文化理解を深めます。必修科目で学ん
だ知識の編み直しをしつつ英文を読み抜く力を養います。

選択

大学入試などに必要な文法・語法の基礎を中心に学びます。小テストを頻繁に実施します
ので、家庭学習の時間を確保できることが必要です。

選択

コミュニケーション英語Ⅰを履修した後で、進学は考えていないものの、さらに英語の能力を
高めたい人や英語を楽しんで学びたいと考えている人のための講座です。授業では教科書
の他、英和辞典やワークブックも使って学習を進めます。

選択

難しめの英文を読んだり、書いたり、聞いたり、話したりすることで英語によるコミュニケー
ション能力を高めます。予習・復習は必須です。辞書の他単語集、問題集などの副教材も購
入し、小テスト等に活用します。大学などの受験の基礎作りを目指します。



科目名
コミュニケーション英語Ⅱ

発展演習
単位数 2 履修標準年次 ３年次

履修区分 前提科目
英語Ⅱまたは
Ｃ英語Ⅱ

授業概要

科目名
コミュニケーション英語Ⅲ

（標準）
単位数 4 履修標準年次 ３年次

履修区分 前提科目
英語Ⅱまたは
Ｃ英語Ⅱ

授業概要

科目名 英語表現Ⅱ 単位数 4 履修標準年次 ３年次

履修区分 前提科目 英語表現Ⅰ

授業概要

科目名 英語会話 単位数 2 履修標準年次 １年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 中国語 単位数 2 履修標準年次 全年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 スペイン語 単位数 2 履修標準年次 全年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

大学進学を目指している人のための講座です。難しめの英文を読んだり、書いたり、聞いた
り、話したりすることで英語によるコミュニケーション能力を高めます。小テストや課題などが
あるため、家庭学習は必須です。辞書や単語集などの副教材も使用します。

選択

文法・語法やリスニング問題の演習をとおしてセンター試験をはじめとした大学入試や英検
２級の受験に対応できる力をつけることを目指します。教材として多くの問題集を使用する
予定です。

選択

選択

簡単な挨拶から始まって、自分のことを表現できるようにしていきます。みんなの前で話した
り、身体を使って表現したりするので、積極性のある人に向いています。毎回の積み上げが
大切なため、休まずに参加してください。教科書と辞書で約5000円が必要です。

選択

大学進学を目指している人のための講座です。英語表現Ⅰで学習した内容を踏まえた上
で、さらに発展的な内容を学習します。英作文に関しては、語句の並べ替えや和文英訳だけ
でなく、自由英作文までを目指します。副教材も使用する予定です。

選択

ALTとのティームティーチングで授業を行います。初歩的な英語を話したり聞いたりする活動
が主であり、ペアやグループでの活動も多いので、人と話すことが好きな人に向いていま
す。

選択

まずは挨拶ができるように、そして１年後には簡単な自己紹介ができるように楽しく学んでい
きます。教科書代は約2000円です。毎回の積み上げが大切なので、休まずに出席できるこ
とが必要です。



科目名 家庭基礎 単位数 2 履修標準年次 １年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 家庭総合 単位数 4 履修標準年次 １年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 暮らしとマナー 単位数 2 履修標準年次 ２年次以降

履修区分 前提科目
家庭総合または
家庭基礎

授業概要

科目名 子どもの発達と保育 単位数 2 履修標準年次 ２年次以降

履修区分 前提科目
家庭総合または
家庭基礎

授業概要

科目名 ファッション造形基礎 単位数 4 履修標準年次 ２年次以降

履修区分 前提科目
家庭総合または
家庭基礎

授業概要

科目名 リビングデザイン 単位数 2 履修標準年次 ２年次以降

履修区分 前提科目
家庭総合または
家庭基礎

授業概要

相手を思いやる気持ちを持つことが、マナーの基本です。マナーは、人が快適に生
活するための知恵です。授業をとおして少しずつ身につけ、形に表すことができる
ようにします。授業では、「実習」を主に行います。例：日常の立ち居振る舞い、
敬語の使い方、電話や手紙のきまり、テーブルマナー、一般常識など。★教材費と
して1,000円程度かかります。

選択必履修

人の一生と家族・福祉、衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を身
につけていきます。講義だけでなく、実習(調理、被服製作など）や体験学習、VTR視聴な
どを取り入れながら学習します。★実習教材費として2,000円程度かかります。

選択必履修

家族・家庭生活、高齢社会、食・衣・住生活、保育、環境についての基礎的な内容
を総合的に学習します。技術も重視します。実習（調理、被服製作実習など）、体
験学習（高齢者疑似体験、妊婦疑似体験など）、ＶＴＲ視聴を取り入れながら学習
します。★実習教材費として2,500円程度かかります。

選択

選択

乳幼児の発達の特徴、乳幼児の生活と保育などに関する知識と技術を習得します。講座
によって、授業時に保育体験実習を行う予定ですが、各自でもサマーショートボランティア
で保育園や幼稚園で実習することを勧めます。児童文化財の制作や演習等も行います。
★教材費として500円程度かかります。

選択

被服製作の基礎、構成技法、被服材料の特徴などに関する知識と技術を習得します。和
服等の製作を行います。自由製作では自分で材料を準備します。★被服製作実習費（キッ
ト購入代金等）として10,000円程度かかります。

選択

町で見かける工事現場で、大工さんがトントンつくっているのは「住宅」であり、隣の空き地
に建ったのも「住宅」である。次の日に引っ越してきた一家の笑い声や温かい光がもれてく
ればこれはもう「住居」に間違いない。（教科書より）内容は住環境のこと、管理、設計、イン
テリアなどです。★教材費として1,000円程度かかります。



科目名 ファッションデザイン 単位数 2 履修標準年次 ２年次以降

履修区分 前提科目
家庭総合または
家庭基礎

授業概要

科目名 フードデザイン 単位数 2 履修標準年次 ２年次以降

履修区分 前提科目
家庭総合または
家庭基礎

授業概要

科目名 生活と福祉 単位数 2 履修標準年次 ２年次以降

履修区分 前提科目
家庭総合または
家庭基礎

授業概要
健康の保持増進、予防、早期発見、疾病時の基本的介護及び高齢者の福祉と介護につい
て基礎的な学習をします。★教材費として500円程度かかります。★教室内での実習が困
難なため、長期休業中に福祉施設での実習へ必ず参加することになります。

選択

ファッションデザインの意味、色彩とファッションイメージ、基本体の描き方、目的と条件を満
たしたファッションデザインの事例、ファッション産業の仕組みなどの内容を学習します。★
教材費として1,000円程度かかります。

選択

栄養、食品、献立、調理、テーブルコーディネートなどに関する学習をし、食事を総合的に
デザインしていきます。実習が主になります。★実習費として4,500円程度かかります。

選択



科目名 簿記 単位数 4 履修標準年次 全年次

履修区分 前提科目 なし

授業概要

科目名 簿記発展演習 単位数 4 履修標準年次 ２年次以降

履修区分 前提科目 簿記

授業概要

選択

個人商店の帳簿記入を中心に、初歩的な内容の簿記を学びます。

選択

簿記（３級程度）で習った範囲の続きとなります。規模を拡大した個人商店や株式会社の初
歩的な簿記を学びます。


